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1
　
預
金
残
高・貸
出
金
残
高
の
状
況

　
23
年
度
上
期
の
地
域
銀
行
の
預
金
・
貸

出
金
残
高
は
、
堅
調
な
増
加
が
継
続
し
た

（
図
表
1
）。
預
金
残
高
が
3
月
末
比
で

0
・
4
%
増
、
貸
出
残
高
が
1
・
7
%
増

と
、
貸
出
残
高
の
方
が
高
い
伸
び
を
示
し

て
お
り
、
前
年
度
か
ら
同
様
の
傾
向
が
続

い
て
い
る
。
預
金
・
貸
出
金
と
も
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
急
増
し
た
預
金
・
貸
出
金
残
高

は
早
期
の
減
少
も
予
想
さ
れ
て
い
た
が
、

以
降
も
堅
調
な
残
高
増
加
が
続
い
て
お
り
、

引
き
続
き
強
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
背

景
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
預
金
残
高
は
、
上
期
は
地
公
体
預
金
に

も
左
右
さ
れ
や
す
く
、
下
期
に
大
き
く
増

加
す
る
傾
向
が
あ
る
。
23
年
上
期
の
増
減

率
は
+
0
・
4
%
と
高
く
な
い
も
の
の
、

22
年
度
上
期
の
増
減
率
と
ほ
ぼ
同
水
準
で

あ
る
た
め
、
前
年
度
同
様
の
堅
調
な
増
加

が
継
続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

で
、
預
金
残
高
の
増
減
率
は
コ
ロ
ナ
禍
以

降
、
低
下
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
人
口
動

態
の
変
化
や
物
価
高
に
よ
る
実
質
賃
金
の

減
少
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
個
人
預
金
を

中
心
に
増
減
率
が
低
下
し
て
き
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
貸
出
残
高
の
増
減
率
は
+
1
・
7
%
と

預
金
残
高
の
増
減
率
を
上
回
り
、
堅
調
な

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
貸
出
残
高
増

減
率
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
上
昇
し
た
20
年
度

か
ら
上
昇
と
低
下
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、

基
本
的
な
増
加
基
調
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
は
多
く
の
企

業
で
既
に
返
済
が
始
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、

借
り
換
え
需
要
や
物
価
高
へ
の
対
応
資
金
、

新
た
な
成
長
機
会
に
向
け
た
資
金
需
要
な

ど
、
引
き
続
き
強
い
資
金
需
要
が
続
い
て

い
る
と
言
え
る
。
22
年
度
上
期
の
増
減
率

か
ら
は
低
下
し
て
い
る
も
の
の
、
23
年
度

上
期
も
平
年
よ
り
も
高
い
増
減
率
と
な
っ

て
お
り
、
物
価
高
な
ど
の
経
済
環
境
や
金

融
機
関
の
積
極
姿
勢
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、

下
期
以
降
も
貸
出
金
の
増
加
基
調
は
継
続

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

2
　
損
益
の
状
況

　
堅
調
な
預
貸
金
残
高
の
一
方
で
、
中
間

純
利
益
は
前
年
同
期
比
5
・
7
%
の
減
少

と
な
っ
た
（
図
表
2
、
3
）。
コ
ロ
ナ
禍

以
降
、
預
貸
残
高
の
拡
大
や
利り

ざ
や鞘
の
改
善
、

与
信
費
用
の
減
少
な
ど
を
背
景
に
、
中
間

純
利
益
・
当
期
純
利
益
と
も
に
増
加
が
続

い
て
き
た
が
、
今
中
間
期
は
減
少
に
転
じ

「
金
利
の
あ
る
世
界
」に
踏
み
出
す
地
域
銀
行

中
間
決
算
に
見
る
経
営
課
題

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
長
兼
プ
リ
ン
シ
パ
ル

五
藤
靖
人

解 説

　
2
0
2
3
年
上
期
は
、
物
価
高
や
円
安
が
継
続
す
る
中
で
日
銀
の
新
体
制
が
発
足
し
、
金
利
正
常
化
に
向
け
た
動
き
が

進
め
ら
れ
た
。
円
安
が
企
業
業
績
を
押
し
上
げ
、
7
月
に
日
経
平
均
が
バ
ブ
ル
後
最
高
値
を
記
録
す
る
な
ど
株
価
が
上
昇

す
る
一
方
で
、
7
〜
9
月
期
の
実
質
G
D
P
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
景
気
回
復
の
動
き
は

緩
や
か
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
地
域
銀
行
の
23
年
度
中
間
決
算
資
料
1、2
を
基
に
、
こ
う
し
た
経
済
環
境
の
変
化
や
金
利
上

昇
が
地
域
銀
行
の
経
営
環
境
に
与
え
た
影
響
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
地
域
銀
行
の
経
営
課
題
に
関
し
て
考
察
す
る
3
。

ご
と
う
・
や
す
ひ
と
　
三
和
総
合
研

究
所
入
社
後
、旧
U
F
J
銀
行
総
合

リ
ス
ク
管
理
部
出
向
等
を
経
て
現
職
。

当
社
入
社
以
来
、金
融
機
関
の
経
営

管
理
高
度
化
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等

に
従
事
。主
著「
地
域
金
融
機
関
の
将

来
経
営
計
画
」（
き
ん
ざ
い
）。
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て
い
る
。

　
減
益
の
要
因
は
、
粗
利
益
の
減
少
と
経

費
の
増
加
に
よ
り
コ
ア
業
務
純
益
が
大
き

く
減
少
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　
預
貸
金
残
高
の
増
加
や
金
利
上
昇
に
よ

り
、
貸
出
金
利
息
や
有
価
証
券
利
息
配
当

金
の
運
用
収
益
は
大
き
く
増
加
し
た
一
方

で
、
資
金
利
益
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
外
貨
を
中
心
と
す
る
調
達
コ
ス
ト
の

増
加
や
、
資
金
利
益
に
含
ま
れ
る
投
資
信

託
解
約
損
益
が
前
期
か
ら
減
少
し
た
こ
と
、

日
銀
預
け
金
な
ど
の
残
高
縮
小
に
よ
り
預

け
金
利
息
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
23
年
度
上
期
は
、
資
金
利
益
や
役

務
利
益
に
含
ま
れ
な
い
そ
の
他
業
務
粗
利

益
（
国
債
等
債
券
関
係
損
益
を
除
く
）
の

減
少
も
、
コ
ア
業
務
純
益
の
減
少
の
要
因

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
取
引
で
の
粗
利
益

が
含
ま
れ
る
た
め
銀
行
に

よ
り
要
因
は
異
な
る
が
、

当
期
の
減
益
要
因
と
し
て

大
き
い
の
は
デ
リ
バ
テ
ィ

ブ
取
引
に
よ
る
損
益
が
挙

げ
ら
れ
る
。
多
く
の
銀
行

で
は
金
利
リ
ス
ク
や
為
替

リ
ス
ク
の
ヘ
ッ
ジ
を
目
的

と
し
て
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

取
引
（
金
利
ス
ワ
ッ
プ
、

通
貨
ス
ワ
ッ
プ
、
ア
セ
ッ

ト
ス
ワ
ッ
プ
等
）
が
活
用

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

取
引
の
解
約
損
失
な
ど
が

減
益
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
外
貨
調
達
コ
ス
ト

の
上
昇
に
伴
う
外
為
取
引

損
益
の
減
少
も
、
そ
の
他

業
務
粗
利
益
の
大
き
な
減

少
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

上
記
の
資
金
利
益
の
減
少

と
合
わ
せ
て
、
金
利
上
昇

に
関
連
す
る
コ
ス
ト
面
の

増
加
が
表
れ
た
結
果
と
言

え
る
。

　
粗
利
益
の
減
少
に
加
え

て
、
経
費
の
増
加
も
コ
ア

業
務
純
益
減
少
の
要
因
と

1　分析の対象とした地域銀行は、全国地方銀行協会または第二地方銀行協会加盟行のうち決算短信を公表している99行とした。
2　本項中の図表は全て、全国地方銀行協会、第二地方銀行協会の加盟各銀行の決算短信・決算説明資料等（99行単体ベース）、および全国地方銀行協会「地
方銀行の決算の状況」、第二地方銀行協会「統計資料（決算）」よりMURC作成。

3　2022年度決算に基づく分析は、拙稿「金利上昇リスクに立ち向かう地域銀行」（金融財政ビジネス2023年7月1日号）参照。

残高
（兆円） 増減率2023年度中間期増減率 残高

（兆円）
2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2023/3末

2023/9末

2023/3末

2023/9末

預金

貸出金

393.9

395.5

303.9

308.9

0.4%

1.7%

中間増減率

年間増減率

中間増減率

年間増減率

-0.1%

2.0%

1.1%

3.1%

5.8%

9.6%

3.6%

5.0%

0.7%

3.3%

0.8%

2.4%

0.3%

2.1%

2.2%

4.6%

0.4%

---　

1.7%

---　

14,148

5,451

19,094

2,985

22,229

13,640

8,597

-2,568

1,779

458

5,794

15,837

6,097

18,836

3,141

21,643

13,842

7,804

-1,779

2,043

438

5,466

11.9%

11.9%

-1.3%

5.2%

-2.6%

1.5%

-9.2%

---

14.9%

-4.4%

-5.7%

85.9%

55.6%

45.5%

65.7%

45.5%

76.8%

42.4%

52.5%

71.7%

52.5%

42.4%

85

55

45

65

45

76

42

52

71

52

42

2022年度中間 2023年度中間 増減率 増加行  （構成比）

11.1%

41.4%

54.5%

34.3%

54.5%

23.2%

57.6%

47.5%

28.3%

46.5%

57.6%

11

41

54

34

54

23

57

47

28

46

57

減少行  （構成比）

---

---

---

---

0.0%

---

0.0%

77.8%

8.1%

---

2.0%

---

---

---

---

0

---

0

77

8

---

2

赤字行  （構成比）

損益の増減分布（銀行数）損益（億円） うち赤字

貸出金利息

有価証券利息配当金

資金利益

役務利益

コア業務粗利益（※）

経費

コア業務純益（※）

債券関係損益

株式等関係損益

与信費用

中間純利益

（※）除く投資信託解約損益

（出所）各行公表資料等よりMURC作成、中間増加率は各年3月末と比較した9月末時点増減率、年間増加率
は3月末の前年同月比増減率。

〈図表1〉地域銀行の預貸金残高増減状況と時系列比較

（出所）各行公表資料等よりMURC作成（一部非開示行を除く）

〈図表2〉地域銀行の損益分布状況

6,000
5,800
5,600
5,400
5,200
5,000
4,800
4,600
4,400
4,200
4,000

5,794

前年度
中間純利益

資金利益 役務利益 他業務
粗利

経費 債券
関係損益

株式等
関係損益

与信費用 その他 中間利益

-258 789

264 20

5,466
-206

155

-891

-202

（億円）

（出所）各行公表資料等によりMURC作成

〈図表3〉地域銀行の損益増減要因分解
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な
っ
た
。
経
費
は
こ
れ
ま
で
削
減
努
力
が

続
い
て
き
た
も
の
の
、
賃
上
げ
に
伴
う
人

件
費
の
増
加
や
物
価
高
、
成
長
に
向
け
た

投
資
な
ど
に
よ
り
、
経
費
が
増
加
に
転
じ

て
い
る
。
各
行
の
方
針
や
見
通
し
に
お
い

て
も
、
非
効
率
な
経
費
投
下
の
見
直
し
は

継
続
す
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
経
費
削

減
一
辺
倒
の
政
策
か
ら
、
必
要
な
経
費
投

下
は
拡
大
し
て
い
く
方
向
に
転
換
し
て
き

て
い
る
。

　
コ
ア
業
務
純
益
の
減
少
に
対
し
て
、
有

価
証
券
損
益
は
増
加
し
て
い
る
。
債
券
関

係
損
益
は
、
引
き
続
き
金
利
上
昇
に
よ
る

損
失
計
上
で
損
益
は
マ
イ
ナ
ス
（
赤
字
）

で
あ
る
も
の
の
、
赤
字
幅
は
減
少
し
て
お

り
、
前
年
同
期
比
で
は
増
益
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
堅
調
な
株
式
市
場
を
背
景
と
し

た
株
式
損
益
の
増
加
や
、
与
信
費
用
の
低

水
準
安
定
推
移
も
増
益
要
因
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
コ
ア
業
務
純
益
の
増
加
が
有

価
証
券
損
益
の
減
少
を
カ
バ
ー
す
る
形
で

増
益
傾
向
が
続
い
て
き
た
が
、
今
期
は
逆

に
コ
ア
業
務
純
益
の
減
少
に
よ
り
、
有
価

証
券
損
益
の
増
加
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
ず
、

減
益
に
転
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
コ
ア
業

務
純
益
の
中
で
も
減
益
要
因
は
外
貨
調
達

や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
な
ど
市
場
関
連
取

引
が
中
心
で
あ
り
、
対
顧
客
の
預
貸
取
引

や
役
務
取
引
は
引
き
続
き
堅
調
な
収
益
改

善
傾
向
が
続
い
て
い
る
と
言
え
る
。

　
ま
た
収
益
状
況
は
銀
行
に
よ
っ
て
異
な

り
、
中
間
純
利
益
の
増
益
行
や
コ
ア
業
務

純
益
の
増
加
行
は
4
割
を
超
え
て
い
る
。

や
や
減
益
行
が
多
い
た
め
地
域
銀
行
合
計

で
は
減
益
傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
例
年

以
上
に
増
益
行
・
減
益
行
が
分
か
れ
、
半

数
に
近
い
水
準
の
損
益
分
布
と
な
っ
て
い

る
。3

　
有
価
証
券
損
益
の
影
響

　
金
利
上
昇
が
継
続
し
、
23
年
度
上
期
も

有
価
証
券
運
用
に
は
厳
し
い
環
境
が
続
い

た
。

　
有
価
証
券
運
用
に
は
①
有
価
証
券
の
保

有
に
よ
り
得
ら
れ
る
利
息
や
配
当
金
な
ど

の
期
間
損
益
②
売
買
や
償
還
時
に
発
生
す

る
実
現
損
益
③
保
有
有
価
証
券
の
価
格
変

動
に
よ
る
評
価
損
益
―
の
三
つ
の
損
益
が

発
生
す
る
。
23
年
度
上
期
は
、
前
述
の
通

り
①
期
間
損
益
は
、
金
利
上
昇
に
よ
る
利

息
収
入
の
拡
大
の
一
方
で
、
外
貨
資
金
調

達
コ
ス
ト
の
上
昇
や
投
信
解
約
損
益
の
減

少
に
よ
り
、
前
年
同
期
比
で
は
減
少
し
て

い
る
。
②
実
現
損
益
は
、
債
券
関
係
損
益

の
赤
字
幅
縮
小
や
株
式
関
係
損
益
の
増
加

に
よ
り
、
前
年
同
期
比
で
は
増
加
に
転
じ

て
い
る
。
た
だ
し
、
実
現
損
益
は
下
期
に

利
益
・
損
失
を
計
上
す
る
傾
向
が
あ
る
た

め
、
底
を
打
っ
て
増
加
傾
向
に
転
じ
た
と

は
ま
だ
判
断
で
き
な
い
。

　
①
期
間
損
益
②
実
現
損
益
の
増
減
は
中

間
純
利
益
に
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
③
評

価
損
益
の
増
減
は
中
間
純
利
益
に
は
反
映

さ
れ
な
い
。
ま
た
、
多
く
の
地
域
銀
行
が

採
用
す
る
国
内
基
準
行
の
自
己
資
本
比
率

に
お
い
て
も
評
価
損
益
増
減
は
反
映
さ
れ

な
い
た
め
、
経
営
へ
の
影
響
度
を
把
握
す

る
こ
と
が
難
し
い
損
益
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
主
に
金
利
上
昇
に
伴
う
債
券
の
価
格
低

下
に
よ
り
、
地
域
銀
行
の
評
価
損
益
は
減

少
が
続
い
て
い
る
。
海
外
で
の
金
利
上
昇

が
始
ま
っ
た
22
年
3
月
末
か
ら
23
年
3
月

末
に
か
け
て
1
年
間
で
約
4
割
の
減
少
と

な
り
、
23
年
9
月
末
時
点
で
は
半
年
間
で

さ
ら
に
8
・
5
%
の
減
少
と
な
っ
て
い
る

（
図
表
4
）。
評
価
損
益
が
マ
イ
ナ
ス
（
含

み
損
）
と
な
る
銀
行
も
増
え
て
お
り
、
22

年
3
月
末
で
は
約
16
%
の
銀
行
が
含
み
損

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
23
年
9
月
末
時
点

で
は
約
53
%
の
銀
行
に
増
加
し
て
い
る
。

含
み
損
の
水
準
も
拡
大
し
て
お
り
、
自
己

資
本
に
対
す
る
含
み
損
の
割
合
が
高
い
銀

行
の
数
は
増
加
が
続
い
て
い
る
。

　
地
域
銀
行
全
体
の
評
価
益
は
約
2
兆
円

の
プ
ラ
ス
で
あ
る
も
の
の
、
各
行
に
よ
り

差
は
大
き
い
。
評
価
益
の
銀
行
も
債
券
の

評
価
損
益
は
マ
イ
ナ
ス
に
陥
っ
て
い
る
銀

行
は
多
く
、
株
式
の
評
価
損
益
の
大
き
さ

で
カ
バ
ー
で
き
る
か
ど
う
か
が
銀
行
の
評

価
損
益
水
準
の
差
の
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
。

　
前
述
の
通
り
、
評
価
損
益
は
当
期
利
益

や
自
己
資
本
比
率
に
直
接
反
映
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
た
め
、
現
時
点
で
経
営
の
大

き
な
懸
念
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
自

己
資
本
に
対
す
る
評
価
損
の
割
合
で
見
て

も
、
仮
に
評
価
損
が
全
て
損
失
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
現
状
の
自
己
資
本
比
率
か
ら

評価
損益
（兆円）

増減率
自己資本に対する評価損益の比率

評価益 ～▲3% ～▲5% ～▲10% ～▲20% ▲20%～

3.78

2.23

2.04

2022/3末

2023/3末

2023/9末

-43.2%

-8.5%

83

83.8%

47

47.5%

46

46.5%

6

6.1%

14

14.1%

8

8.1%

2

2.0%

11

11.1%

6

6.1%

3

3.0%

10

10.1%

18

18.2%

4

4.0%

11

11.1%

8

8.1%

1

1.0%

6

6.1%

13

13.1%

（出所）各行公表資料等よりMURC作成、評価損益は一部非開示行について
MURC推計値を含む

〈図表4〉地域銀行の有価証券評価損益の推移・分布
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す
る
と
最
低
所
要
自
己
資
本
ま
で
は
余
力

が
あ
る
。

　
懸
念
す
る
べ
き
は
、
評
価
損
の
拡
大
が

継
続
し
、
自
己
資
本
に
対
す
る
割
合
の
上

昇
が
続
い
て
い
る
点
に
あ
る
。
足
元
で
は

欧
米
金
利
上
昇
は
一
服
し
、
円
金
利
の
上

昇
は
限
定
的
で
あ
る
が
、
今
後
欧
米
金
利

の
高
止
ま
り
が
続
き
、
日
銀
金
融
政
策
の

修
正
に
よ
り
本
格
的
に
円
金
利
の
上
昇
が

進
ん
だ
場
合
、
さ
ら
な
る
評
価
損
益
の
減

少
・
マ
イ
ナ
ス
幅
の
拡
大
を
カ
バ
ー
す
る

余
力
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
特
に
今
中
間
期
の
評
価
損
益
増

減
を
見
る
と
、
自
己
資
本
比
率
が
高
く
経

営
体
力
の
あ
る
銀
行
で
評
価
損
益
は
増
加

し
て
お
り
、
逆
に
自
己
資
本
比
率
が
低
く
、

経
営
体
力
の
乏
し
い
銀
行
で
評
価
損
が
拡

大
し
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
経
営
体
力
の

あ
る
銀
行
で
は
、
評
価
損
の
あ
る
有
価
証

券
を
売
却
し
、
実
現
損
と
し
て
処
分
す
る

こ
と
に
よ
り
今
後
の
評
価
損
の
拡
大
を
防

ぐ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
経
営
体
力
に

乏
し
い
場
合
に
は
売
却
に
よ
る
処
分
が
で

き
ず
、
証
券
を
保
有
し
続
け
る
こ
と
で
評

価
損
が
拡
大
し
て
い
る
懸
念
も
あ
る
。
売

却
に
よ
る
損
失
計
上
は
各
行
の
運
用
方
針

や
市
場
見
通
し
に
よ
る
た
め
、
売
却
に
よ

る
実
現
損
計
上
が
必
ず
し
も
望
ま
し
い
処

理
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
回
復
の
見

込
み
の
乏
し
い
評
価
損
を
継
続
保
有
す
る

こ
と
は
、
投
資
資
金
が
固
定
化
さ
れ
、
成

長
に
向
け
た
取
る
べ
き
リ
ス
ク
に
対
す
る

リ
ス
ク
テ
ー
ク
余
力
が
縮
小
し
て
い
く
懸

念
が
あ
る
。

　
23
年
前
半
に
発
生
し
た
米
国
で
の
複
数

地
銀
の
経
営
破
綻
は
、
金
利
上
昇
に
よ
り

保
有
債
券
の
評
価
損
が
拡
大
し
、
売
却
に

よ
る
実
現
損
の
計
上
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
預
金
流
出
が
発
生
し
、

急
速
に
資
金
繰
り
が
悪
化
し
た
。
直
接
の

引
き
金
は
急
速
な
預
金
流
出
で
あ
る
が
、

発
端
は
債
券
の
評
価
損
で
あ
る
。
日
本
で

は
預
金
基
盤
や
実
現
損
計
上
ル
ー
ル
な
ど

状
況
は
異
な
る
も
の
の
、
有
価
証
券
評
価

損
益
が
そ
れ
単
体
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

複
合
的
な
事
象
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
よ

り
経
営
体
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク

が
あ
る
と
い
う
点
で
、
日
本
で
も
地
域
金

融
機
関
に
発
生
し
得
る
課
題
と
言
え
る
。

　
米
国
金
利
高
や
イ
ン
フ
レ
に
伴
う
景
気

低
迷
は
当
面
継
続
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

金
融
政
策
の
変
更
に
よ
る
円
金
利
の
上
昇

も
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い
る
た
め
、
経

営
の
健
全
性
の
観
点
か
ら
は
当
面
有
価
証

券
運
用
の
動
向
が
最
大
の
経
営
課
題
で
あ

る
。
当
面
は
金
利
リ
ス
ク
の
抑
制
に
よ
る

運
用
方
針
を
掲
げ
、
債
券
投
資
の
デ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
短
期
化
を
図
っ
て
い
る
銀
行

も
多
い
。
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
債
券

の
利
息
・
元
本
の
平
均
回
収
期
間
で
あ
り
、

デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
長
い
ほ
ど
金
利
変
動

の
影
響
を
受
け
や
す
い
。
こ
う
し
た
金
利

リ
ス
ク
の
適
切
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

つ
つ
、
金
利
高
は
期
間
損
益
の
観
点
で
は

収
益
増
の
機
会
で
も
あ
る
た
め
、
期
間
損

益
重
視
の
運
用
方
針
を
継
続
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

4
　
預
金・貸
出
金
利
の
影
響

　
金
利
上
昇
を
受
け
て
、
貸
出
金
利

は
下
げ
止
ま
り
の
傾
向
が
見
ら
れ
る

（
図
表
5
）。

　
貸
出
金
利
（
ス
ト
ッ
ク
）
の
低
下

は
、
過
去
の
高
金
利
貸
し
出
し
の
償

還
が
進
み
、
低
い
金
利
の
新
規
貸
し

出
し
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

要
因
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
導
入

以
降
、
新
規
金
利
は
さ
ら
に
低
下
し
、

ス
ト
ッ
ク
の
金
利
低
下
幅
が
拡
大
し

た
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
、
新
規

貸
し
出
し
が
下
げ
止
ま
り
、
横
ば
い

か
ら
上
昇
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。
特

に
都
銀
で
は
上
昇
傾
向
が
明
確
で
あ

り
、
地
銀
で
も
22
年
ご
ろ
か
ら
新
規

貸
出
金
利
が
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。

貸
出
約
定
平
均
金
利
は
円
貸
出
を
対

象
と
し
、
欧
米
金
利
の
変
化
は
影
響
し
な

い
た
め
、
日
銀
の
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
修
正
や
今
後
の
マ
イ
ナ
ス
金

利
解
除
等
の
金
利
上
昇
予
測
が
、
長
期
金

利
を
中
心
と
し
た
新
規
貸
出
金
利
の
引
き

上
げ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
新
規
金
利
の
上
昇
に
よ
り
、
ス
ト
ッ
ク

の
金
利
も
低
下
幅
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

都
銀
で
は
23
年
に
入
っ
て
上
昇
に
転
じ
て

い
る
ほ
か
、
地
銀
で
も
低
下
幅
は
縮
小
し

て
横
ば
い
圏
内
で
推
移
し
て
い
る
。

都銀

地銀

地銀Ⅱ

（単位：%）

ストック

（変化幅）

新規

（変化幅）

ストック

（変化幅）

新規

（変化幅）

ストック

（変化幅）

新規

（変化幅）

2019年3月

0.751

-0.066

0.500

-0.065

0.934

-0.058

0.866

-0.072

1.121

-0.060

1.087

-0.051

2020年3月

0.720

-0.031

0.538

+0.038

0.886

-0.048

0.765

-0.101

1.058

-0.063

1.001

-0.086

2021年3月

0.686

-0.034

0.569

+0.031

0.852

-0.034

0.728

-0.037

1.002

-0.056

0.909

-0.091

2022年3月

0.681

-0.005

0.632

+0.063

0.822

-0.030

0.662

-0.067

0.972

-0.030

0.906

-0.003

2023年3月

0.678

-0.003

0.679

+0.047

0.803

-0.019

0.698

+0.036

0.948

-0.024

0.897

-0.009

2023年9月

0.694

+0.016

0.696

+0.018

0.798

-0.005

0.717

+0.020

0.937

-0.011

0.868

-0.030

（出所）日銀「貸出約定平均金利」よりMURC作成、新規は6ヵ月平均値

〈図表5〉貸出平均金利の推移
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ま
た
、
預
金
金
利
に
つ
い
て
も
、
長
期

金
利
を
中
心
に
上
昇
傾
向
と
な
っ
て
い
る

（
図
表
6
）。

　
定
期
預
金
の
預
入
期
間
別
に
見
る
と
、

短
期
の
定
期
預
金
に
つ
い
て
は
横
ば
い
〜

若
干
の
上
昇
程
度
で
あ
る
が
、
特
に
10
年

以
上
の
長
期
定
期
預
金
に
つ
い
て
は
23
年

以
降
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
。
日
銀
の
金

融
政
策
に
よ
り
短
期
金
利
の
変
化
が
小
さ

く
、
長
期
金
利
を
中
心
に
上
昇
し
て
い
る

市
場
金
利
の
動
き
が
、
預
金
金
利
に
も
波

及
し
て
い
る
。

　
地
域
銀
行
の
預
金
は
、
普

通
預
金
や
1
年
前
後
の
定
期

預
金
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
超
長
期
の
定
期
預
金

金
利
の
上
昇
が
調
達
コ
ス
ト

に
与
え
る
影
響
は
現
状
で
は

限
定
的
で
あ
る
も
の
の
、
今

後
短
期
の
預
金
金
利
に
も
上

昇
圧
力
が
か
か
っ
て
く
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
顧
客
と

個
別
に
交
渉
す
る
貸
出
金
利

と
異
な
り
、
預
金
金
利
は
銀

行
の
提
示
金
利
が
一
律
に
適

用
さ
れ
る
た
め
、
市
場
金
利

環
境
を
見
据
え
た
金
利
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
。

　
ま
た
、
金
利
上
昇
に
よ
り
預
金
の
調
達

コ
ス
ト
が
意
識
さ
れ
る
中
で
、
預
金
の
価

値
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
マ

イ
ナ
ス
金
利
・
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
政
策
の
下
で
、
市
場
金
利
と
ほ
ぼ

同
水
準
か
そ
れ
以
上
の
預
金
金
利
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
銀
行
収
益
に
お
け
る
預
金

の
貢
献
度
は
低
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
今

後
マ
イ
ナ
ス
金
利
が
解
除
さ
れ
る
と
、
市

場
金
利
の
上
昇
に
よ
り
預
金
金
利
が
市
場

金
利
を
下
回
り
、
低
コ
ス
ト
の
調
達
手
段

と
し
て
預
金
の
収
益
貢
献
が
大
き
く
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
よ
り
も

預
金
取
引
を
獲
得
す
る
た
め
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
大
き
く
な
り
、
積
極
的
に
預
金

獲
得
に
動
く
銀
行
も
増
え
て
く
る
可
能
性

が
あ
る
。
預
金
獲
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ロ

ー
ラ
ー
営
業
な
ど
か
つ
て
の
よ
う
な
マ
ン

パ
ワ
ー
を
か
け
た
営
業
体
制
が
難
し
い
環

境
の
中
で
、
預
金
金
利
の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

や
チ
ャ
ネ
ル
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
、
預
金
獲
得

に
向
け
た
各
行
の
施
策
が
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
今
後
、
市
場
金
利
の
上
昇
と
と
も
に
貸

出
金
利
・
預
金
金
利
へ
の
上
昇
圧
力
が
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

一
般
的
に
は
、
貸
出
金
利
の
方
が
感
応

度
・
上
昇
幅
が
大
き
い
た
め
、
金
利
上
昇

は
地
域
銀
行
の
預
貸
金
利
鞘
の
拡
大
、
資

金
利
益
の
増
加
に
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　
一
方
で
、
預
貸
金
金
利
は
残
高
要
因
や

競
合
要
因
も
影
響
す
る
た
め
、
市
場
金
利

の
上
昇
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
短
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
や
住
宅

ロ
ー
ン
金
利
な
ど
貸
出
金
利
の
基
準
金
利

引
き
上
げ
が
遅
れ
た
場
合
や
、
競
合
な
ど

に
よ
り
貸
出
ス
プ
レ
ッ
ド
を
縮
小
し
て
顧

客
へ
の
貸
出
金
利
上
昇
を
抑
制
し
た
場
合
、

先
行
し
て
預
金
金
利
を
引
き
上
げ
た
場
合

な
ど
は
、
金
利
上
昇
が
預
貸
金
利
鞘
の
拡

大
に
つ
な
が
ら
ず
、
逆
に
資
金
利
益
を
縮

小
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
金
利
上
昇
局
面
に
お
い
て
は
、
市
場
金

利
に
応
じ
た
適
切
な
預
金
・
貸
出
基
準
金

利
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
、
顧
客
へ
の
適
切

な
貸
出
金
利
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
管
理
が
極
め

て
重
要
と
な
る
。
合
わ
せ
て
、
顧
客
へ
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
・
本
業
支
援

の
強
化
な
ど
を
通
じ
て
、
貸
出
金
利
の
上

昇
に
対
す
る
顧
客
の
理
解
醸
成
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。

　
金
利
上
昇
は
、
足
元
で
は
有
価
証
券
の

損
益
と
し
て
地
域
銀
行
の
経
営
に
影
響
が

表
れ
て
い
る
も
の
の
、
影
響
度
の
大
き
さ

と
い
う
点
で
は
、
今
後
起
こ
り
得
る
短
期

金
利
の
上
昇
に
伴
う
預
貸
金
利
鞘
の
変
化

の
方
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
管
理
の
巧
拙
に
よ
り
、
銀
行
収
益

の
大
半
を
占
め
る
資
金
利
益
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
加
え
て
、
金
利
交
渉

を
通
し
て
顧
客
と
の
取
引
関
係
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
得
る
。「
金
利
の
あ
る
世
界
」は
、

銀
行
が
望
ん
で
い
た
世
界
で
あ
る
反
面
、

銀
行
の
金
利
リ
ス
ク
管
理
や
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
管
理
な
ど
に
よ
る
差
が
大
き
く
な
る
厳

し
い
世
界
で
あ
り
、
そ
れ
は
目
の
前
に
迫

っ
て
き
て
い
る
。

（単位：%）

1カ月以上2カ月未満

3カ月以上6カ月未満

6カ月以上1年未満

1年以上2年未満

5年以上6年未満

10年

10年超

（変化幅）

（変化幅）

（変化幅）

（変化幅）

（変化幅）

（変化幅）

（変化幅）

2019年3月

0.052

-0.013

0.104

-0.065

0.093

+0.000

0.028

-0.002

0.048

+0.005

0.266

+0.076

0.821

-0.151

2020年3月

0.051

-0.001

0.135

+0.031

0.063

-0.031

0.025

-0.003

0.063

+0.015

0.102

-0.165

0.479

-0.342

2021年3月

0.047

-0.004

0.127

-0.008

0.065

+0.002

0.017

-0.008

0.046

-0.018

0.146

+0.044

0.432

-0.048

2022年3月

0.050

+0.003

0.137

+0.009

0.070

+0.006

0.016

-0.002

0.046

-0.000

0.104

-0.042

0.579

+0.148

2023年3月

0.053

+0.002

0.104

-0.033

0.098

+0.028

0.020

+0.004

0.065

+0.020

0.413

+0.308

0.890

+0.311

2023年9月

0.053

+0.000

0.116

+0.013

0.104

+0.006

0.018

-0.001

0.087

+0.022

0.475

+0.062

1.100

+0.210

（出所）日銀「定期預金の預入期間別平均金利」よりMURC作成、6ヵ月平均値

〈図表6〉定期預金の新規預入期間別平均金利の推移


